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bo SD-202、 SK-105 遺物出上状況



図
版
２６
　
第
１９
次
調
査
　
ｕ選
構

a.SD-103完 掘、 SK-113検 出状 iケと
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a.SD-102 第 2層 遺物出上状況

b.SD-102 第 3層 遺物出土状況
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a,SK-1101 第 4層遺物出土状況

b.SK― H02 最下層造物出土状況
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bo SX-101 主棺検出状況
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1-SK-101 上層出土土器、 2-SK-102 中層 :2～ 4, 6、 下層 :5出 土土器 (%)



図
版
４４
　
第
１９
次
調
査
　
と退
物

6

(3・I)1～ 8-SD-102 出土土器



図
版
４５
　
第
１９
次
調
査
　
遺
物

6

1,4,5,6-用 途不明品

1,3～ 7-SD-204出 土

2,3-木 庖丁、 7-木製紡錘車

2-SK-1lo4出土

7

(%)



図
版
４８
　
第
１９
次
調
査
　
迫退
物

1

―平鍬未成品、 2,3-原 材

～ 3-SK― ■03 第 4層 出土 (%)



図
版
４７
　
第
１９
次
調
査
　
遺
物

1

1-平鍬―SK-1102 最下層出土

2-狭鍬―SK-1lol 第 4層 出土

％

％



図
版
４８
　
第
１９
次
調
査
　
逹退
物

1,2-丸鍬未成品―SK-102 中層出土 (%)



図
版
４９
　
第
１９
次
調
査
　
遺
物

幹

＝
E

10
貯

12

16

15
‐４

1～ 9-石庖丁、10～ 18-石 斧 (%)



ａ
６

韓

５

図
版
５０
　
第
１９
次
調
査
　
泣退
物

Ｔ
４

Ａ

‐

1～ 4-搬入土器、 5-イ ノシシ形土製品、6-鐸形土製品、7,8-絵 画土器

9～ 16-石鏃、17～ 19-石槍 ,石剣、20,21-投弾、22-用 途不明土製品
23～ 25-用 途不明石製品 (%)

ａ

一

２ ２

２５

０
２‐

２４

鶏

２０

２３

‐ ４

　

　

　

　

　

　

　

　

‐ ６

▲
■
▼



図
版
５‐
　
第
１９
次
調
査
　
迪退
物

ｉｌｉｌ！！一
一！
■
■
一

1～ 4, 8,9-イ ノシシ、 5,7-タ ヌキ、 6-イ ヌ (%)
1～ 3, 5～ 7,9-SD-204下 層、 4-SD-203最 下層、8-SD-1203第 4層



■
鞠

５

図
版
５２
　
第
１６

・
・８

・
‐９
次
調
査
　
鑑
定
石
材

朝

‐
ｎ
ｕ

●
工
量
覇
暉
‐

第 8表 第16・ 18・ 19次石材一覧表

名 称 調 査 退 構 石 材

1 祗 石 16次 SX-102黒 粘 H 占
い

紋 片 岩

2 扁平片刃石斧 16次 SD-105 玄 武 岩 質凝 灰 岩 質 片 岩 A
3 磨 製 石 鏃 16次 SX-102黒 米占II 玄 武 岩 質現 灰 岩 質 片岩 C

4 石  庖  丁 16次 SX-102算鉢占II 1尼 質 片 石 B

5 自 然  石 16次 SD-103 流 紋 岩 質 溶 結 凝 灰 岩

6 石 斧 16次 SX-102黒 粘 H 玄 武 石

7 石庖丁未成品 16 とk SD-106 玄 武 岩 質凝 灰 岩 質 片 岩 B

8 石 庖 丁 石 材 16 とk SD-101黒 粘 1充 紋 岩

9 16 とk SD-101黒 米占 黒 雲 母 流 紋 岩

棒 状 石 製 品 16 老k SD-lol 石 英 閃 緑 岩 質 砂 岩

19次 中 世 大 濤 I 泥 質 ホ ル ン フ ェ ル ス



昭和 58年 度

黒 田 太 塚 古 墳ヽ

第 1次発掘調査概要
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I. 1ま じめに

黒田大塚古墳は奈良盆地のほぼ中央、寺川 と飛鳥川に挟 まれた沖積地に立地 している小型の前

方後円墳である。この古墳の北方には小型の前方後円墳などで構成される三宅古墳群が存在 して

いる。これらの古墳や低地の古墳の多 くが原形を著 しくそこなっている中で、黒田大塚古墳は良

好に墳丘 を残 している古墳として認識 されていた。このようなことから学術的にも重要な古墳で

あり、昭和58年 3月 15日 には県史跡に指定された。

県史跡指定 とともに田原本町では本墳の整備計画を立案 した。本墳を保存整備するにあたって

必要な資料を得 るために発掘調査が計画された。また、これ らとは別に町では本墳の北根1に テニ

スコー トを作 ることが既に計画されてお り、この二つのことが契機 とな り発掘調査を実施 した。

発掘調査は昭和58年 7月 20日 ～同年 9月 6日 まで要 した。調査に際 しては県立橿原考古学研究

所の御指導の もとに、現地調査を同研究所々員河上邦彦・田原本町教育委員会藤田二郎があたっ

た。

Ⅲ.古墳の立地 と現状

黒田大塚古墳は奈良県磯城郡田原本町大字黒田小字東薮に所在する。この古墳の北北西 2 kmの

間の微高地上には点々と小型の前方後円墳 。円墳が存在 し、三宅古墳群を形成 している。黒田大

塚古墳はこの古墳群の南端にあたる。また、三宅古墳群の東側には太子道が存在 し、黒田大塚古

墳のところでは東20m程の所を大子道が走っており、 古道と古墳の関係が注目される。さらに、

本墳の東 2 kmに は鳥形 。蓋形木製品、形象ltL輪などを出土 した石見遺跡が存在 している。中世
注①

期にお いては本墳の西側に法楽寺が建立され、寺域内に古墳がとりくまれていたことが長禄三年

(1459)の 板絵画よりうかがわれる。この寺と本墳の関係は古墳の変遷を考える上で重要になろう。

調査前の本墳の現状は小高い墳丘部分を除いた周辺には客土による整地がなされており、平坦に

なっていた。 しかし、数年前までは古墳の北側や南東側に堀が残存 していたことが知られている。

また、前方部北側 には方形の張 り出し部を墳丘測量図より認識することができ、 さらに 『奈良

県の主要古墳 1』 の記載によれば、「墳丘の周囲は付近の水田面よリー段高 くなって」いたことが
注②

わかる。規模は当時で全長約55m、 後円部径約28m、 同高約 6m、 前方部幅約23m、 同高約 5m

を計測 している。 墳丘は現状でみる限 り、一段築成で墳丘斜面が急な古墳とみなされる。後円部

頂上や墳丘の頂上 部 には盗掘穴 らしき凹みが数 ヵ所残 っている。

注① 末永雅雄「残城郡三宅村石見出土地輪報告」F奈良県史跡名勝天然記念物調査報告切昭和10年

注② 白石太一郎「田原本町黒田大塚古墳」『奈良県の主要古墳I」 昭和46年
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第 1図 黒田大塚古墳周辺遺跡分布図
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Ⅲ.調査の概要

調査はテニスコー ト場が設置される墳丘の北側を中心にトレンチ調査をおこなった。調査の目

的として、 1.墳丘規模の確認、 2.周濠の有無、 3.前方部北側の方形張 り出し部の性格究明

の 3点に重点をおいた。 トレンチは 5ヵ 所で各々の トレンチで古墳の周濠と中・近世の濤を検出

した。以下、各 トレンチごと説明することとする。

(1)。 第 1ト レンチ

後円部東側の墳丘主軸線に平行して設定した幅 3m、 長さ26mの トレンチである。本 トレンチ

では古墳周濠の他、中 。近世の大濤 2条、中世の小濤 5条、中世墓 4基、土坑、小ピットを検出

した。上層は20cm前後の現代整地土を合めて、表土から約 lmにおよぶ近世以降の堆積土層がみ

られる。また、 大規模な現代の塵芥処理穴がみられ、遺構の残存状況は悪い。

古墳周濠 トレンチ中央で検出した。 周濠の立ち上がり部分が近世大湊 I、 大溝Hに よって切

られている為、その規模は明らかにしえないが、周濠底面で約 5。 6m、 推定復元幅約 8mを 測る。

周濠堆積土は約80Cmで大きく三分層でき、上層は約40cmの 灰褐色土層で瓦器などを合んでいる。

下層は黒色粘土層で古墳時代から奈良時代の遺物を合んでいる。古墳時代の遺物としては円筒埴

輪、須恵器杯身、土師器高杯、畜形 。鳥形木製品などがある。

中世墓  トレンチ西端で検出した中世墓群で計 4基である。 4基 とも北東から南西方向に主軸

をもつもので、各々切 り合っており、南から北へ木棺墓が築造されたと思われる。これらには瓦

器椀あるいは土師皿が副葬されていた。

近世大溝 I  トレンチ西端で 幅 6m、 深さ約 1.6mの大濤を検出した。墳丘の立ち上が り部

分に掘削されており、墳丘端を大きく削っている。本濤の堆積土は墳丘盛土層によって形成され

ているが、上層より滑石製の双孔円板が出土 している。時期は近世初頭頃と思われる。

0              3m

21(淡黄色■ )

31(茶 褐色土 )

第 3図  第 2ト レンチ西壁土層断面図 (S=%)
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近世大溝H  トレンチ中央で検出した南北方向に軸をとる大濤で、幅約 9m、 深さ約 1.5m

を測る。本濤は周濠の外側立ち上が り部分に掘削さ絶ており、周濠を大きく破壊 している。濤の

堆積状態より二度の掘削がみられるようである。時期は近世初頭から後葉まで使用されていたよ

うである。漆椀、曲物など出土している。

(2)。 第 2ト レンチ

後円部北側で墳丘主軸線に直角に設定 した幅 3m、 長さ14mの トレンチである。本 トレンチに

おいても古墳周濠と中世大澪 1条、近世大津 2条を検出した。本 トレンチの上層堆積は第 1ト レ

ンチと同じ様相を呈している。 トレンチの両端で検出した近世大濤 2条は第 1ト レンチで検出し

た大濤 I、 大濤Hにそれぞれ対応すると思われる。

古墳周濠 トレンチ中央で検出したが、両肩のたち上がり部が近世大濤によって切 られており

規模は定かでない。また、周濠の中央部には中世大濤が掘削されており、古墳周濠の堆積はごく

わずかで遺物も少ない。周年豪は推定幅約 8mであろう。

中世大溝 トレンチ中央部で検出した幅 3.8m、 深さlmの導で東方向と北方向に分岐すると

ころと思われる。遺物は瓦器・土師器などで比較的少ない。

(3).第 3～ 5ト レンチ

第 3ト レンチはくびれ部、第 4、 第 5ト レンチは前方部北側の方形張 り出し部に設定した トレ

ンチである。各 トレンチで中世、近世の大濤を検出した他、第4ト レンチでは古墳周濠を確認し

た。また、現墳丘裾に沿うように中世の素掘濤 (第 3ト レンチ)や近世後葉の小濤 (第 4ト レン

チ)を検出した。

古墳周濠 第 4ト レンチで検出したが、中世大濤と近世大濤 I・ Hに よって切 られているため

その規模については明らかにしえない。周濠は墳丘の基底都ラインから北へ現在1lmあ るが、外

N-28N-26
L=46.5m

上層 と遺構の関係

○近世大濤Ⅱ
3～ 20

0近世大薄 I

22-45
0近世整地上

46‐-49

0中世大濤

50-58
0中世墳丘 カ ッ ト上層

59´-64

0古墳周濠

65´-68

03(茶 褐色土 )51(褐 色粘質土 )
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第 4図  中世遺構検出位置図

堤都は検出していない。周濠内の堆積は最 も残 りの良い所で60cmを測る。周濠底面は平坦である。

墳裾から北へ約 2.5mの所で鳥形木製品の頭部破片、蓋形木製品の完形品、板などの本製品と円

筒埴輪を検出した。遺物は第 1ト レンチに比べて少ない。

中世大溝 第 3、 第 4ト レンチで確認した大濤である。上面が削平されているため、正確な規

模は知 りえないが、濤幅約 3.2m、 深さ 0,7mを 測る。堆積土は黒灰色粘土層である。第 3ト レ

ンチでは紡錘車状の本製品が出土している他、瓦器等の上器類が若千出上 している。

近世大溝 I・ H 近世大濤 Iは第 3～ 5ト レンチにおいて検出した。濤幅約 4.4m深さ約 1.5

mを測る。墳丘基底部ラインに平行するように走向している。第 5ト レンチでは陸橋部が設けら

れ、人頭大の九石が飛石状に並べられていた。この陸橋部は古墳のくびれ部にあたる所であるが

その性格については不明である。近世大濤Hは第 4ト レンチで検出したが、滞北側の肩は調査外

に及び、規模はわからない。現状では溝幅 5。 5m以上、深さ約 2mを 測り、大規模な濤である。

催)。 出土遺物

今回の調査で出土 した遺物は弥生土器 。土師器、埴輪、須恵器、瓦器、陶磁器などで各時期の

土器類がそろっている。最 も多いのは埴輪であるが、これらの埴輪で原位置を保っているものは

レンテ
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第 5 図 近世大溝検出位置図

まった くない。古墳の周濠や中・近世の大濤の堆積土から多 く出土 した。 土器類の他では木製品、

石製品 (滑石製管玉・双孔円板)が出土 している。

埴輪 埴輪は多数の円筒ltL輪 と数点の蓋形埴輪がある。他の形象埴輪についてはわか らないj

図版 7-1、 2は第 1ト レンチの古墳周濠か ら出土 したものである。 1はやや楕円形を呈 してい

るが、日径36cmを 浪1る 。外面には第 1次調整の粗いナナメハケがみられる。ハケを施 した後にタ

ガを付けているが、タガは低 く、粗雑な貼 り付け方をしている。透孔は上から三段 目に円孔を二

つ穿っている。内面は板状工具によるナデが施されている。この埴輪は黒色粘土層内より出土 し

たため、保存状態がよく外面の一部には赤色塗彩の痕跡がみられる。 2も 同様の成形・調整方法

を施 している。透孔は上から二段 日と四段 目にあけられている。外面には赤色塗彩がみられる。

本製品 図版 8-1、 2は 蓋 形木製品である。 2は紡錘車状 を呈する完存品で、下面径約46

cm、 上面径約17Cm、 高さ15Cmを 測る。中央には一辺約 9 cmの方孔が穿たれている。加工痕はほと

んどみ られない。上面は風化が激 しく、木 目が浮きでている。 1も ほぼ同形、同寸の ものである。

図版 9-1、 2は鳥形木製品の頭部である。 2は残存長約25cm、 高さ約 9 cmで ぁる。頭部中央

部が高 くなり、円錐形を呈 している。 表面は風化が激 しく、 蓋形木製面 と同 じく木 目が浮きで

ている。 1は さらに残存状態が悪いが同形、同寸の ものである。

…■近世大溝Ⅱ
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Ⅳ。まとめ

黒田大塚古墳は盆地中央部の平坦地に築かれた古墳として古 くから知られている。この地域に

は、島ノ山古墳を最大として、安養院古墳、寺の前古墳、茄子塚古墳、高山古墳、瓢箪山古墳、

アンノ山古墳、天王塚、白山古墳等が、)|1西町 。三宅町・田原本町の三町域に点在する。これら

の古墳は寺川 と飛鳥川に挟まれた微高地にある。現在確認できる古墳はそれ程多くないが、この

周辺では田畑の内から埴輪が出土することがあり、かつては多くの小規模な古墳があったものが

削平され、中 。大規模の古墳のみが残 り、今みるような状況になったものと思われる。これらの

古墳群は屯倉 (三宅)の地域の古墳として認識されているものの、学術的な調査が実施されたこ

とがなく、その実体については明らかでなく、断片的な資料についても非常に少ない。このよう

な現状にあって黒田大塚を調査することは重要な意味を持ってくるとともにその成果についても

大いに期待されるものがあった。

今回の発掘の直接的な動機はテエスコー ト設置のための事前調査であったが、将来に予定され

ている内部の調査のための予備調査としての意味をも合んでいる。

調査範囲は狭かったにもかかわらずその成果は大きいものがあった。大別すると二つの問題が

あった。その一つは中・近世の溝の問題であり、他の一つは古墳自体の問題である。

中・近世の滞については大きく3条が検出されているが、それぞれ時期が異なり、本来一本の

濤が時代によりその位置を変えたものとみられた。この濤がどのような性格のものか判明してい

ないが、黒田本すを囲む環濠である可能性 も考えられる。 また隣接 して 西側に、法楽寺があるこ

とから寺域に関係する濤であるかもしれない。いずれにしろこの滞が古墳の濠と重復した位置に

あることはもともと濠の痕跡のある部分を利用 して溝が掘削されたものとみられる。

黒田大塚古墳には、これまで周濠が存在するとされてきた。この想定は古墳の周囲にある畦を

たどることによって想定したものであるが、今回の発掘によって実際に濠が確かめられた。

しかし濠の位置はかならずしも畦等に一致 した部分から検出されなかった。濠の正確な形は発掘

地点が限られていたこと、また後世の遺構が濠を削平 していたことなどから確実にはわからない

が釣鐘形を呈するものであると考えられた。深さが 1メ ー トル程度で幅 8メ ー トルの比較的幅の

広い濠であることが判萌した。周濠の調査は県下でもあまり調査例がなく、古墳の形 。規模等の

決定のための重要な資料となろう。濠の内部からは埴輪、須恵器、木器等が出上した。このうち

埴輪と須恵器の発見は当古墳が六世紀前半に築造されたことを示すもので、これによって黒田大

塚の具体的な年代 を決定することができた。本器の内には蓋形木製品と鳥形木製品と呼ばれるも

のがある。これまで学術調査でこの種の遺物が出土しているのは同じ田原本町の石見遺跡や高取

町市尾墓山古墳等があるが今回出上のものは保存状態が良 く、尚かつこれまでのものより大きい。

これらの遺物の性格について尚検討を要するが、これまで言われているように鳥とその台とする

考え方が妥当であろう。古墳築造時にこのような木製品が墳丘のまわりにめぐらされていた風習

がかなリー般的におこなわれていた可能性が強い。このような鳥形を立て並べる風習は墓に限ら

ず弥生時代からあったらしいが、中国南方を合めた東アジア的な視野で理解する必要がある。
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1, 2-円筒埴輪 (古墳周濠 ) 3,4-蓋 形埴輪
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1, 2-蓋形木製品 (古墳周濠 )
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1, 2-鳥形木製品 (古墳周濠)

5-双子し円板 6-管玉

3-曲物底板 4-紡鍾車状木製品 (中世大濤)
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